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推薦入試Ⅱ（地域枠）による合格者は、熊本県医師修学資金の貸与を受けていただきます。こ

の修学資金は、医師が不足している地域の医師確保を目的としたもので、大学卒業後の一定期間、

知事が指定する地域の病院等※で勤務した場合は、修学資金の返還が全額免除されます。 

※知事の指定する病院及び診療所で、熊本県内の公的な医療機関を中心とした３５施設 
 

１ 貸与内容 

 

２ 返還免除の要件等 

 

３ 申請方法 
 

  

 

 

対象者 

熊本大学医学部医学科推薦入試Ⅱ（地域枠）入学者 

※熊本県内の高等学校からの推薦者が対象 

※選抜は熊本大学が実施 

貸与額 

（定額） 

①  入学料相当額 282,000 円（入学年度のみ） 

②  授業料相当額 535,800 円（年額）  

③  生活費相当額  75,000 円 （月額） ※６年間の貸与総額見込み：8,896,800 円 

定員数 ５人 

貸与期間と 

義務年限※ 

貸与期間：入学年度の４月から、大学を卒業する日の属する月 

義務年限：貸与期間の 1.5 倍に相当する期間 

・貸与期間：６年間の場合 ⇒ 義務年限：９年間 

 ※大学卒業後、知事指定病院等で医師として勤務する期間 

返還免除の 

要件 

① 大学卒業後、２年以内に医師の免許を取得すること。 

② 医師免許取得後、直ちに条例で定める病院（熊本大学医学部附属病院又は県内の基幹型臨床研

修病院）で臨床研修に従事すること。 

③ 臨床研修修了後、直ちに知事が指定する病院等に勤務すること。 

④ 返還免除に必要な指定病院等での勤務期間を満たすこと。 等 

申請書類 
 熊本大学医学部医学科推薦入試Ⅱ（地域枠）の合格者に対して、手続案内を送付しますので、 

「貸与申請書」「誓約書」「住民票の写し」を提出してください。 

提出先 
〒８６０-８５５６  熊本市中央区本荘１丁目１番１号 

 熊本大学生命科学系事務課 医学事務チーム教務担当 

申請期間

（予定） 
３月 
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４ 医師修学資金貸与医師のキャリアパス例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 新専門医制度における専門医資格取得のために、１年を超えて後期研修を受けることができますが、義務年限期間に算入できるのは、 
県内医療機関での１年間までです。 

 

５ 知事が指定する病院等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

６ そ の 他  地域医療の現場では、保健や福祉、行政等の関係者とも密に連携し、 

医療の面から地域をコーディネートする役割を持った総合診療専門医 

の活躍が期待されています。修学資金貸与学生等を対象にしたゼミ、 

実習、セミナー等へは、できる限り参加をお願いします。 
 
 
７ 問い合わせ先 熊本県 医療政策課 

電話 ０９６－３３３－２２０４（直通） 

E-mail：iryoseisaku@pref.kumamoto.lg.jp  

医療圏 開設者区分 種別 名称

1 荒尾市 病院 荒尾市民病院

2 地方独立行政法人 病院 公立玉名中央病院

3 鹿本圏域 山鹿市 病院 山鹿市民医療センター

4 菊池圏域 独立行政法人 病院 国立病院機構熊本再春医療センター

5 独立行政法人 病院 労働者健康安全機構熊本労災病院

6 独立行政法人 病院 地域医療機能推進機構熊本総合病院

7 芦北圏域 水俣市 病院 国保水俣市立総合医療センター

8 球磨圏域 独立行政法人 病院 地域医療機能推進機構人吉医療センター

9 医師会 病院 天草郡市医師会立天草地域医療センター

10 独立行政法人 病院 地域医療機能推進機構天草中央総合病院

第１グループ

有明圏域

八代圏域

天草圏域

©２０１０ 熊本県 くまモン 

① 初期臨床研修 ② 後期研修
③ 地域の
医療機関
に勤務

④ 地域の
医療機関に

勤務

⑤ 地域の
医療機関に

勤務

義務
（任意：県内は
１年間まで義務
年限に算入）

基幹型臨床
研修病院等

（第１グループ）

へき地医療
拠点病院等

の病院
（第２グループ）

その他の
指定病院等

（第３グループ）

２年 １年 ２年以内 ２年以上
９年ー（①＋②＋③

＋④）

パターン①（最短の９年間で返還免除となる場合）

専門医資格取得
※第１、第２、第３グループの順序は変更可

大学病院診療科
各種医療機関

研究機関
行政機関

など

義
務
年
限
終
了

９年間

① 初期臨床研修 ② 後期研修 ③ 後期研修
④ 地域の
医療機関
に勤務

⑤ 地域の
医療機関に

勤務

⑥ 地域の
医療機関に

勤務

義務
（任意：県内は
１年間まで義務
年限に算入）

（任意：義務年限に
算入しない

基幹型臨床
研修病院等

（第１グループ）

へき地医療
拠点病院等

の病院
（第２グループ）

その他の
指定病院等

（第３グループ）

２年 １年 ２年以内 ２年以上
９年ー（①＋②＋④

＋⑤）

パターン②（義務年限期間外の後期研修を受ける場合）

義
務
年
限
終
了

大学病院診療科
各種医療機関

研究機関
行政機関

など

※第１、第２、第３グループの順序は変更可専門医資格取得

最大１５年間（※大学院へ進学する場合の期間も含む）

医療圏 開設者区分 種別 名称

1 阿蘇市 病院 阿蘇医療センター

2 南小国町・小国町 病院 小国公立病院　　　　　　　　　　　　

3 上益城圏域 山都町 病院 山都町包括医療センターそよう病院

4 球磨圏域
あさぎり町・多良
木町・湯前町・水
上村

病院 球磨郡公立多良木病院　　　　　　　

5 上天草市 病院 上天草市立上天草総合病院　　　　　

6 天草市 病院 国民健康保険天草市立河浦病院

7 天草市 病院 国民健康保険天草市立新和病院

8 天草市 病院 天草市立栖本病院

第２グループ

阿蘇圏域

天草圏域

第３グループ

医療圏 開設者区分 種別 名称

1 熊本医療圏 熊本県 病院 こころの医療センター

2 独立行政法人 病院 国立病院機構・熊本南病院

3 熊本県 病院 こども総合療育センター

4 宇城市 病院 宇城市民病院

5 恩賜財団 病院 済生会みすみ病院

6 地方独立行政法人 病院 玉名地域保健医療センター

7 和水町 病院 国民健康保険和水町立病院　　

8 医師会 病院 菊池郡市医師会立病院

9 独立行政法人 病院 国立病院機構・菊池病院

10 医師会 病院 八代市医師会立病院

11 医師会 病院 八代北部地域医療センター

12 天草市 病院 天草市立牛深市民病院

13 医師会 病院 天草郡市医師会立苓北医師会病院

14 阿蘇圏域 産山村 診療所 産山村診療所　　　　　　

15 八代圏域 八代市 診療所 八代市立椎原診療所　　　　　

16 上天草市 診療所 上天草市立湯島へき地診療所　

17 天草市 診療所 国民健康保険天草市立御所浦診療所

天草圏域

宇城圏域

有明圏域

菊池圏域

八代圏域

天草圏域
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令和３年２月２２日 

報道機関各位 

                             熊 本 大 学 

熊本大学医学部医学科の入試制度が変わります 

 

熊本大学医学部医学科では、令和４年度入学者選抜より、学校推薦型選抜Ⅱ（大学入学共通

テストを課す）において、新たな入試区分として「熊本みらい医療枠」（募集人員 10人）を設定いた

します。また、このことに伴い、各選抜区分の募集人員を下記のとおり変更します。 

その背景や趣旨については、別紙をご参照ください。 

なお、これらの変更について、高等学校関係者へ広く周知し理解を深めていただけるよ

う、３月下旬に高等学校等の進路指導担当教員等を対象とした説明会を開催する予定です。 

広く一般の方へお知らせいただきますようよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

【医学部医学科における入学定員等】 

年度 
令和３年度入試 

（令和２年度に実施） 

 
令和４年度入試 

（令和３年度に実施） 

入試

区分 

一般選抜 

（前期日程） 

学校推薦型 

選抜Ⅱ 
（大学入学共通 

テストを課す） 

一般選抜 

（前期日程） 

学校推薦型 

選抜Ⅱ 
（大学入学共通 

テストを課す） 

入学

定員 １１０人 １１０人（予定）*1 

募集

人員 
９０人 

２０人 
（内訳） 

・一般枠 １５人 

・地域枠  ５人 

８７人（予定） 

２３人（予定） 
（内訳） 

・一般枠 ５人 

・熊本みらい医療枠  

１０人 

・地域枠 ８人 

 
*1 令和４年度の入学定員については、文部科学省、厚生労働省から、「医療従事者の需給に関する検討会医師需給分科
会」における議論を踏まえて、暫定的に令和２・３年度と同様の方法で設定し、臨時定員が維持される方針であることが
通知されており、本学においても入学定員５人の臨時定員を維持することを計画しております。 
今後、文部科学省大学設置・学校法人審議会での審議を経て、臨時定員の維持が認められた場合は、令和４年度の入学
定員（募集人員）は令和２・３年度に引き続き 110人となる予定です。 
 

【お問い合わせ先】 

熊本大学医薬保健学系事務課 

医学事務チーム教務担当 

担当：松﨑 

TEL：096-373-5027 
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熊本大学医学部医学科学校推薦型選抜Ⅱにおける 

「熊本みらい医療枠」の導入及び「地域枠」の増員について 

 

背 景 

 

① 熊本県全体の医師数は全国平均を上回っていますが、その実情は、県内の地域によって医師の偏在

が著しく、しかも医師が少ない地域の医師は、高齢化が進行している傾向が見られます。このよう

な状況を踏まえ、2020 年 3 月に策定された熊本県医師確保計画においては、本学病院、県医師会、

関係医療機関及び県が連携し、「オール熊本で医師を育て地域を支える」を基本方針に掲げ、地域に

定着する医師を増やすことを目指しています。 

 

② これまで本学においては、熊本県医師修学資金の貸与を受け、卒業後の一定期間、知事が指定する

地域（僻地）の病院で勤務することを条件とした「地域枠」（定員 5人）を導入するとともに、地域

枠以外の入試制度による入学者を対象として、熊本県医師修学資金貸与者の募集（募集人員 5 人）

を行ってきました。しかしながら、この制度への応募が少なく、2019年度に募集が停止されたこと

から、将来、地域医療を担う医師が不足することが懸念されています。 

 

③ 本学では医学研究を志す者を増やすことに力を入れており、本学大学院への進学率を高め、若手医

学研究者及びリサーチマインドに富む臨床医を育成したいと考えています。 

 

 

これらの背景を踏まえ、以下の趣旨に基づき、医学部医学科の入試制度を変更いたしました。 

 

 

趣 旨 

 

➢ これまでの「地域枠」の定員を8人に増員するとともに、新たに、出願資格を熊本県出身者に限定し、

かつ、卒業後の進路条件を緩やか（勤務する地域病院の選択肢を拡大）にするなど、多様性のある

「熊本みらい医療枠」を導入することで、引き続き熊本県に定着し、地域医療を担う人材の確保に

貢献します。 

 

➢ 将来医学研究者及びリサーチマインドに富む臨床医を目指す医師を育成する観点から、「熊本み

らい医療枠」入学者の卒業後の進路条件の選択肢に「本学大学院への進学」を加えることによ

り、熊本の未来の医療や臨床医学研究を推進・牽引する人材の育成を図ります。 

 

別紙 
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